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現在スリランカは紅茶で有名ですが、もともと140年前まではコーヒー産地でした。「JICA草の根技術協力事業」がこのたび正式に内定採択され、熊本からスタートすることになりました。これからスリランカコーヒーフェアトレードプロジェクト活動が正式に始まります。

日本フェアトレード委員会は、スリランカにしばしば訪問していますが、今回の報告は、スリランカでフェアトレードの相手先の農園の現状や、有機紅茶・コーヒー農園・工場について現地の資料を使った報告です。このようなフェアトレード紅茶やコーヒーの紹介は日本で初めてです。

　

報告内容　　　What’s fair trade?　幻のスリランカコーヒーの復活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　理事　山本友晴　

1フェアトレードとは何か？ 　　日本フェアトレード委員会　　理事長　清田和之
幻のアラビカコーヒーの復活

２紅茶農園・コーヒー農園とオーガニックの工場訪問　　　　　理事　　宮田喜代志
幻のコーヒーの　スライド上映

３心が癒される国　スリランカの農村　　　　　　　　　　　　理事　　清田明子
コーヒー農園、スリランカの文化そして人情など。スライド上映
とき　　2007年6月10日（日）　午後1時から3時まで
ところ　国際交流会館　2階交流ラウンジ
入場料無料　　　スライドでの報告ですので、どなたでも気軽に参加できます。
主催　　　NPO法人　日本フェアトレード委員会　〒861-5521 熊本市鹿子木町98-4　096-245-4545
mail:fairtrade-japan.@bridge.ocn.ne.jp　　HP：http://www.fairtrade-japan.org/
共催　　　熊本市国際交流振興事業団　〒860-0806 熊本市花畑町４番８号　　　096－359-2121
　　mailto:pj-info@kumamoto-if.or.jp　http://www.kumamoto-if.or.jp/default.asp　
＊日本フェアトレード委員会は、5/26/272007 スリランカフェスタ　東京代々木公園に参加し、スリランカ幻のコーヒーを販売しました。
スリランカミニ情報
国名：スリランカ民主社会主義共和国（Democratic Socialist Republic of Sri Lanka）2007年2月現在

1.面積　65,607平方キロメートル（北海道の約0.8倍）　2.人口　約1,967万人（一部地域を除く）人口増加率1.1％（2005年）　3.首都　スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ4.民族　シンハラ人（72.9％）、タミル人（18.0％）、スリランカ・ムーア人（8.0％）（一部地域を除く値）　5.言語　公用語（シンハラ語、タミル語）、連結語（英語）6.宗教　仏教徒（70.0％）、ヒンドゥ教徒（10.0％）、イスラム教徒（8.5％）、ローマン・カトリック教徒（11.3％）（一部地域を除く値）　7.国祭日　2月4日（独立記念日）

